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ワークキャンプ特集 

 
 
報告書をお届けするのが大変遅くなりましたが、今年もフィリピンワークキャンプが開催されまし

た。そして、参加者全員が日焼けした元気な顔で帰ってきました。何よりです。 
 フィリピン協働委員会では、帰国から一週間が過ぎた３月２２日に教区センターに集まり、参加者

からの報告を受けました。一人ひとりの言葉から、今回どれほど素晴らしい出会いを経験したか、充

実した時間を過ごしてきたかがよく伝わってきました。 
 出発まではどこか緊張感漂うぎこちない一団でしたが、ほんの１１日間の旅で参加者たちは羨まし

いほどのしっかりしたチームとなって帰ってきました。正直、こんなに変わるものかと驚きました。 
 私もこれまで３回フィリピンへ出かけました。今からおよそ２２年前の初めての訪問では、ホーム

ステイ先の家族と別れる時、大泣きして涙を止めることができませんでした。それほどにフィリピン

の人々は、私のありのままを受け入れ愛情深く関わってくれました。「隣人を自分のように愛しなさ

い」の主の言葉をまさに体言し続けるフィリピンの人々でした。 
 今回の参加者たちもまた、熱い体験をして過ごしてこられました。いったいどんなことがあったの

か、皆さんもぜひつぶさに聴いていただきたいと思います。そして、ぜひ後に続いていただければと

思います。 
        ２００９年 ６月 フィリピン協働委員会    委員長 司祭 マルコ柴本孝夫 

フィリピンとの掛け橋 
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フィリピンワークキャンプ日程！ 
３月２日・・・メンバー全員が教区センターに集う。 

    ３日・・・教区センターを出発し、いよいよフィリピンへ！ 
↓ 

           台湾経由でフィリピンに到着。暑さで心が折れそうになる。 
↓ 

           夜にフィリピン中央教区の人たちと夕食を食べ、交流する。 
↓ 

           久保和雄のバッグのチャックが閉まらなくなる。 

  ４日・・・パラワン行きの飛行機に乗るため、早朝からマニラ空港に行く。 
           がしかし、エンジントラブルのため（本当かなぁ～！？）９時の飛行機に乗るはずが 

３時まで待つことに！ＯＨ МＹ ＧＯＤ！ 
↓ 

           飛行機を待っている間に、ロナウドという青年と仲良くなる。彼はダンサーだった。 
↓  

３時になり、飛行機に乗って、パラワン島に向かう。 
↓ 

プエルト・プリンセサの教会で夕食を食べ、交流する。 
↓ 

この日はちょうど久保和雄の２２回目の誕生日だったので祝う。 
↓ 

           本当ならタグサオに到着している予定だったが、飛行機の件もあり、この日はプエルト・
プリンセサに宿泊する。 

５日・・・前日の遅れを取り戻すために、まだ真っ暗なうちから車でタグサオに向かう。 
↓ 

           途中にあった食堂みたいなところで昼食をとる。地元の女子高生から黄色い声援をたくさ
ん受け、男性メンバーは調子に乗った。 

↓ 
           タグサオに到着！過酷過ぎる環境を目の当たりにし、口数が減る。 

↓ 
           ちょっと交流してワーク開始！まずは屋根のペンキ塗り。オレンジ色に塗った。 

↓ 
           夜になり、みんなそれぞれ割り当てられたホームステイ先で素敵な夜を過ごす。 

  ６日・・・この日も朝からワーク開始！オレンジの上から緑のペンキを塗る。 
↓ 

           周りの壁や細かい部分を白や茶色で塗る。 
↓ 

           みんなの肌がこんがりと黒くなり始める。武田宗久の携帯電話が宙を舞う。ぴゅ～。 
↓ 

一段落して、カラマンシージュースなどを作りのんびり過ごす。 
↓ 

           夜になり、みんなそれぞれ割り当てられたホームステイ先で素敵な夜を過ごす。 

  ７日・・・この日もワーク開始！壁の貼り代え作業を手伝う。 
↓ 

           がしかし、日本人である我々にはとても厳しい作業で、逆に足手まといになるんじゃない
かという雰囲気がかもし出される。なので、タグサオの子供たちと遊び、仲良くなる。 

↓ 
           貼り代え作業も無事終わり、みんなで大縄跳びをする。これが結構ウケた！ 

↓ 
夜になり、みんなそれぞれ割り当てられたホームステイ先で素敵な夜を過ごす。 

  ８日・・・この日は日曜日なので教会で礼拝がおこなわれた。 
↓ 

       礼拝が終わり、みんなで海へ行く。テンション上がるぜ～！ 
↓ 

       車で３０分ぐらいして海に到着。みんな子供たちと仲良く遊ぶ。 
↓ 

       海で昼食をとり、タグサオに戻る。 
↓ 

       有村勇志が熱中症でダウンする。熱さまシートが大活躍。 
↓ 
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       夜に今までお世話になった、ホームステイ先の方々に一人ずつお礼の言葉を述べる。 
久保和雄は涙ながらに述べた。 

↓ 
この日は教会の中に蚊帳を設置して就寝した（男性メンバーのみ）。女性は家の中。 

  ９日・・・この日はタグサオを出発し、プエルト・プリンセサに向かう。 
↓ 

           途中で昨年訪れた、ナラという村を再訪問し、昼食をとり、交流をする。 
↓ 

プエルト・プリンセサに到着。ものすごく都会に感じた。それぞれ買い物などを楽しむ。 
↓ 

夜、教会で夕食をとり、その後にゲームをしたり、歌を歌ったりと楽しいときを過ごす。
ジェイヤ～ホ～。ホテルに戻り就寝する。 

１０日・・・朝食を食べ、レオがプエルト・プリンセサを案内してくれる。 
↓ 

           お土産屋さんに行き、それぞれ買い物を楽しむ。レストランに行き、昼食をとる。 
ご飯の量にみんな開いた口がふさがらなくなる。 

↓ 
           今度はもっと大きなショッピングセンターみたいなところへ行く。 

↓ 
           買い物を終え、港の近くを散歩する。すると、以前マニラ空港で出会った、ロナウドと 

運命的な再会を果たす！いや～、君とはまた会う気がしたよ。 
↓ 

マニラへ戻るためにプエルト・プリンセサ空港に行く。 
↓ 

           マニラへ到着する。都会すぎて、日本に帰ってきたかのような錯覚に陥った。 
↓ 

           ベッキーズプレイスで夕食をとり、就寝する。 

 １１日・・・朝食を食べ、フィリピン中央教区の会議に出席する。 
↓ 

       昼食を食べ、フィリピンの学校を見学する。マンゴーを食べた。 
↓ 

       その後フィリピンのお墓を見学しに行く。お墓なのに人が住み着いていた。 
↓ 

           その後、中国系のお墓を見学する。しばらくすると、警官が自分たちのことを怪しんで 
こっそりと自転車で追いかけてくる。無実を証明した。 

↓ 
           お墓を後にし、巨大なショッピングモールに行く。待ってました～。 

↓ 
           買い物を終え、ホレブハウスに戻り、夕食。このとき、初めてみんな犬を口にする。 

↓ 
           それぞれ就寝する。 

 １２日・・・朝食を食べ、シャロンさんとともに巨大な教会を見学しに行く。 
↓ 

           その後、ホセ・リサールが処刑された場所を見学する。 
↓ 

           教会グッズ専門店に行く。吉岡先生大興奮。昼食をとり、ウォルターマートに行く。 
↓ 

           最後の夜、夕食をフィリピン中央教区の方々と食べ、楽しい交流をしてそれぞれ思い出を
作る。 

↓ 
           フィリピンの主教様から賞状をもらう。卒業証書みたいだった。 

↓ 
           ホレブハウスに戻り、就寝する。 

 最終日・・・シャロンさんとお別れをして、マニラ空港へと向かう。 
↓ 

           空港で朝食を食べ、飛行機を待つ。 
↓ 

           台湾経由の飛行機に乗り、日本へと出発する。ＧＯＯＤ ＢＹＥ！ 
↓ 

           夜、福岡空港に到着する。お出迎えがすごかった。 
↓ 

           お祈りをして、みんなそれぞれ帰路につく。ＳＥＥ ＹＯＵ ＡＧＡＩＮ！！ 
↓ 

           楽しかったフィリピンワークキャンプが終わりを告げる。 
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参加者感想文 
 
団長として              

ベイカー博子 

２度目のパラワン島であったが、今回は団長と言う重

責を担い、また今迄で最多数の１２名の参加者があり、

前年までとは大いに違っていた。 
１月に任命されてフィリピン側との連絡のため、あわ

てて携帯とパソコンの使い方を学び始めたが、時すでに

遅く結局柴本先生を始め、外池さん、重益さん方の協力

でようやく出発に漕ぎ着けた有様だった。現地に着いて

からも、シャロン、リン、マリオ司祭、レオ、アシスタ

ントとして来てくれた、はん奈さん、松山くん達のお陰

で、次々に起こった想定外の出来事にどうにか対応でき

たのだと思う。 
沖縄から参加して下さった、上原司祭には、日々の日

誌を始め、常に後方で見守って下さっているという、安

心感があった。チャプレンの吉岡司祭は初めての海外旅

行にもかかわらず、すぐ順応され、食事作りをお任せし

てしまったり、私が緩めすぎた手綱を締める役目をして

下さったりと、２人３脚ならぬ、３人２脚で何とか 
団長の役目を務められたようなもので、いまさらながら、

小林司祭の超人ぶりを再認識したことだった。 
何より主役の青年達は素晴らしかった。全くの異環境

のなかで、仲間としてお互い気を使い合い、炎天下に文

句一つ言わず、一日の遅れを取り戻すべく、本当に良く

働いた。むしろ楽しみながら、現地の人たちにまじって、

一日で立派にペンキ塗りを完成させた時は、マリオ司祭

でさえ驚いており、何もしなかった私でも誇らしくおも

った。脱水症状を心配したが、けがも病気もせず、無事

帰ってきてくれて本当にお礼を言いたい。私が旅の前に

言ったように、一人一人が自分の宝物を得てきてくれた

ようで、嬉しくおもう。ひとつ望みをいえば、もう少し

英語力があればもっと深く広く、現地の人たちと交わり、

現地のことを知り、自分達のことも知ってもらえたのに

と、皆が社交的であっただけに、もったいない気がした。      

両司祭からは、大らかとか、細かい所にこだわらないと

か、過分のお褒めにあずかったが、それはまた、細かな

気配りができないということにも通じるので、参加者の

一人一人には行き届かないこともあったかと、ここで、

お詫びいたします。 
このような駄目団長を引き立て、協力して下さった

皆々様に心からの感謝を申し上げます。ピンチの時には、

日本の皆様の祈りの力と、それに応えて下さった神様の

存在も感じる事ができた。 
又、今回は初めてフィリピン中央教区の教区会のワー

クショップに参加する機会が与えられた。私たちの課題

は、教会への奉仕の妨げとなる事柄を聖歌を選んで替え

歌にするというもので、吉岡先生を中心に若者達が即興

で自分達の視点から作ったが、こういうセンスは流石で

ある。日本語と英語で歌い五十嵐主教様に頼まれていた

九州教区聖公会ここにあり、というアピールはできたの

ではないか。後でタクロバオ主教様から、「来年はあの

チームをうちに送って欲しいというオファーが早速あ

りましたよ、」と言われたのもあながちお世辞ばかりで

はなかったと思う。 
色々な事があった割には、あまり不安にもパニックに

も陥る事なく、最終的にはプロジェクトの目的は８割方

は達成できたと、言えるのも、すべてを、神様に委ねた

結果だと思う。最後に主にあって、本物のおもてなしを

自然体で見せてくださった、マリオ司祭御一家と信徒の

方々にお礼を申し上げます。若いのに、しっかりもので

マリオ司祭の最高のパートナーであるリン。話し上手、

聞き上手、遊び上手で働き者のレオ。そして人生の苦労、

体験、知恵、知識をすべてあの癒される笑顔の後ろに蓄

えたマリオ司祭。みな人間としてかなわない方々ばかり。

多くの人々の助けなしには実現しなかったこのキャン

プ。今は心からの感謝と賛美の気持ちで一杯です。 
 

プエルトプリンセサでの奇跡 

３月９日、タグサオを出る前から調子の悪かった、は

ん奈さんが、ついにプエルトプリンセサでダウン。体中

に熱を持ったアトピーが赤く盛り上がっているのを見

て驚いた。薬もなくアレルギー性なので、何でも塗る訳

にもいかず、水タオルで冷やしてあげる事しかできない。

相当まいっている様子で可哀相にどうしたものかと、悩

みつつ就寝。 
翌朝早くドアをノックする音で誰かと開けてみると、

そこにはロメリンがたっていた。彼女はダン司祭夫人で、

昨年とてもお世話になり、是非再会したかったが、多忙

で果たせずあきらめていた人だ。実は、去年私達の帰国

後、最愛の妹さんを交通事故で失い、その命日が近く、

そのことを考えていた時だったので、お互いに顔を見た

とたん、抱き合ってオイオイ泣いてしまった。彼女も同

じ事を考えていて、どうしても私に一目会いたくて学生

達の試験前に、１０分だけ抜け出して来たとのこと。看

護大学の先生で一番忙しい時期なのだ。すると、はん奈
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さんが聞きつけて、「ロメリンがきているのなら、見て

欲しい」と言うと、その場ですぐに症状を正確に判断し

て、ノートの切れ端に処方箋を書くと「ごめん。もう行

かなきゃ、時間がないわ。」と何を話す暇もなく、待た

せてあったバイクの後ろに飛び乗ると、お互いまだ涙と

鼻水でぐずぐずなのに、風の如く去って行った。 
その薬と一日の休養のお陰で、はん奈さんは、めきめ

き回復し、マニラに着く頃には、ほとんど、元の彼女に

戻っていたのである。 
正にあの時、一番必要な人が、一番必要な時に、その

時だけの時間を割いてあらわれた。 
はん奈さんは、ずっと「ロメリンが来てくれますよう

に。」と、祈っていたそうだ。私と、はん奈さんしか知

らない事であったが、今でも思うだに不思議である。 
 

パナナグタンの替え歌 

 誰も一人だけでは、教会にいけない。 
  
 金も暇も体力もない、教会は、遠い。 
 だけど、友達、希望は欲しい、生きる意味。 
 神様に結ばれた者だから。 
  （聖歌４１８で歌ってみて下さい。） 
 

「労働・交わり・感謝」   

（チャプレン？）吉岡 容子 

ヨハネ福音書に「来たりて見よ」という有名かつ簡潔

な聖句があるけれど、その言い方を借用すれば「行って

見よ」という一言に尽きるでありましょう。 
 今までの数年間の積み重ねもありつつしかしまた、全

員が「電気水道ガス皆無」の村に入るという新たな掛け

替えない体験。青年の数は最も多くしかも年齢は１８歳

から２３歳という「青年そのもの」というチームの折り

に神はその時に必要な出来事をお与えになる。感謝。 
そして勿論、この身自身にとっても。衣食住へのこだわ

りは普段からないので、ないないづくしの村に入るとい

う心配はなかったけれど、英語の不自由を押してまで多

くの方と親しくなるということはむずかしかろう？と

漠然と想った通りに。 
 ★刻印① 

まず青年たちのしなやかさ。最初の少々不安そうな顔

つきはどこに、乾期の炎天下での労働、ことにペンキ塗

りは上手なもの。労働の成果か食事もおやつも、うまい

うまいと多分日本では見られないような食欲。英語の不

自由にも拘わらず民宿の信徒の人々他多くの人々と懸

命に語り合い笑い合い、子どもたちと共に遊ぶのもお手

のもの。かの地の人々の心底・真実のホスピタリティは

十分に彼ら彼女らに通じました。殆どの者が来年もまた

はいつの日か必ず再訪を、と願ったことに今回のことの

祝福がわかるでありましょう。 
 その② 

団長さんの「英語が母語か？」を始めとしたもの凄い

適性、そして沖縄からの上原司祭のお働きに比して、私

はただただ「お供」、チャプレンという「名目」として

は申し訳なかったですが、まぁ、今回はどうぞお許し下

さい。名目のある者が余りに頼りないので神さまは見る

に見かねて自ら上記のような祝福とお支えをくださっ

た、と思し召して。 
 その③ 

フィリピンの人々、教役者と信徒の方々、上記のタグ

サオという村の方々もマニラの方々も全員「あの笑顔と

奉仕力」。「奉仕」とは具体的行動とそれを生み出す心、

つまり笑顔、という当たり前にして厳粛な事実、を突き

つけられました。あまり言うと、「お前のこれからの生

き方は？あの時こう言ったではないか」と迫られそうな

ので、本当は口にしたくないのですが？この突きつけと

共に、私はこの先の神に与えられた人生を歩んで行かね

ばなりません。教役者として今更、こんなことを「突き

つけ」と感じるほうがおかしいやも知れませんが、例え

ばそれはあの貧富の差の社会の中で、自分に与えられた

場を率直に受け入れ（パウロが言ったように富みは富み

として、貧は貧として）その上で淡々と誠実に懸命に自

分の使命を果たす、という姿。それが他者の訪問に際し

ても上記のような「凄い奉仕力と決して絶えない笑顔」

という、日本においては体験できない事実として迫った

ということであります。「お前もあのように」私の一生

の課題です。 
 その④ 

一生忘れがたいことは、人のこと、自然のこと、笑顔

のこと、いっくらでもあります、ああ、こうして「一生

の宝」が一つ一つ私の身体に刻みつけられた行くのだな、

という実感は実に嬉しいものであります。同時にいわゆ

る「開発途上」の社会に入る「先進社会？」の者、また

は文化の違いの場に入る者としての戸惑い、教会の世界

に限らずこの体験の者が殆ど味わう普遍的な想い、にも

直面しています。例えば台所仕事、切れの良い包丁ナイ

フ、皮むき、大きなまな板などなど「日本流炊事仕事」

の定番器具を次回持ち込むのは簡単ですが、向こうの

人々にとって本当に「便利で良いことか」とか・・・。
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書きたいことは山ほどあれど（これもまたヨハネ福音書

の最後を思い出します）神さまと皆さん全員にそして、

裏ですべてを支えて下さり祈りを欠かさず毎日想いを

馳せてくださった教区の方々に、言い難い感謝、感謝、

感謝あるのみです。 
 
感想・振り返り 

上原 榮正 

この当初のフィリピンワークキャンプの目的は、十分

に達成されていると思う。 

何でもすぐに手に入れることができ、生活が満ちた日

本から、電気も水道もガスもない、何もない生活を体験

したことによって、そのカルチュアーショックは大きか

ったと思う。また、そこで考えさせられることも人それ

ぞれに違いがあるとは思うが、そこでの体験は、今後の

人生や生き方、考え方に大きな影響を及ぼすものと思う。 

１ タグサオの村で 

 タグサオの村は貧しく何もない。食べ物も豊富ではな

いし、食事の質も量も十分とはいえない。もちろん電気、

水道、ガスなどのエネルギーがない。町に行けばある程

度あるが、冷蔵庫もクーラーも、扇風機もテレビもなく、

ご飯もカマドでたきぎで炊く。トイレは便器はあるが、

中蓋も外蓋もなく、そのまま座わると落ちてしまうよう

な便器である。トイレには紙もない。水も水が汲んで置

いてあり、なければ自分で水を井戸から汲んで水タンク

を満たして、手桶を使って流さなければならない。 

ベッドはなく、竹の床にマットレスを敷いて、蚊帳を

吊っての寝床である。蚊取り線香、蚊帳、虫除けを塗り

薬、携帯用虫除けをつかっても、蚊は入ってくる。夜は

懐中電灯がなければ歩けず、真っ暗になる。星はきれい

だが、他に何もない。ただ、夕食の後のお喋りだけが唯

一の娯楽とも思えるような、生活である。 

服もＴシャツのようなものが多く、それも何度も洗濯

しているために生地が薄くなって、あちらこちらと小さ

い穴が空き色も薄くなっている。靴はあるかないか分か

らない。普段はサンダル履きで足は真っ黒で汚れている。 

病院もなく、医者も看護婦も村にはいない。タグサオ

の村から州都プエルト・プリンセサの町の病院に行く途

中の車の中で、今年も、もう子どもが３人死んだという。

時速４０、５０キロメートルの車でタグサオからプエル

ト・プリンセサまで約８時間から１０時間掛かるという。

しかも、村の人が子どもをマリオ司祭のもとに連れて来

るときには、容態が重くなって、悪くなってからが多い

という。これでは、助かる病気も助からない。学校もあ

るが、紙や鉛筆、本、楽器など勉強用具は十分ではない。

ないないづくしである。 

何でもかんでも有り余るほどの日本から来て感じた

ことは、自分たちが本当に恵まれた生活の中にいること

であり、同時に、生きるとはどういうことか、という問

であった。 

ここ日本に住んでいれば、人が生きるのに、目標が設

定される。わたしは、先生に、医者に、弁護士に、バス

の運転手に、パイロットや大工など、人は、何かしら夢

や希望を持って生きている。 

もちろん、タグサオの村の人々も、未来に期待して、

働いていると思うし、また、子どもたちも自分の将来を

夢見て勉強していることは確かなことである。しかし、

生きるという時、何も必要はない。電気も水道もガスも、

必要ではあるが、けっして必需品ではない。この村では

何もない。しかし、みんな生きている。最低限のものが

あれば生きていける。一体何が必要なのか。自分の今持

っているものから、必要でないものを取り去っていくと

き、何が残り、何が必要でないかが分かるだろう。それ

は一体何だろう。 

少し、見えてきたことは、人はけっして１人では生き

ていけないということ。パナナグータン（聖歌の４１８

番）の教えているように、そこに人と人とのつながり、

関係があれば私たちは生きることができる。 

タグサオの村では、日が暮れると、村の人々が数人に

集まって、酒を飲み、あるいはタバコを吸って、お喋り

をしている。テレビやラジオのない世帯では（テレビも

ラジオも、アンテナを立て、発電機を使って見ている家

もある。）唯一の娯楽かもしれない。そして、そこに欠

かせないのが、ジョーク、冗談と笑いだと思った。お喋

りがあって、少しの冗談と笑いがあれば人は生きていけ

るのだと思った。反対に生きるとはどういうことなのか。 

私は、今まで、神さまにお仕えして、この司祭職を全

うすることが、自分の使命のように思っていた（もちろ

ん今でもそう思っている、）が、でも、この村にいれば、

そんなことは言えない。なぜなら、この人たちは、自分

のなりたいものになるなんてことはできない。学校もな

ければ、お金もない。また、畑仕事をして、働いて、毎

日、毎日、食事が取れればそれが全てというような生活

である。ただ、子どもたちに期待し、子どもたちがよく

学び、そして、町にでて、何かしら収入の良い、すばら

しい職につくこと。それだけが望みかもしれないような、 

村の人がそこにいる。では、彼らの生きがい、生きると

は何か、生きる希望、夢、目的、それは、ひょっとする
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と、そこの子どもたち、未来に生きようとする子どもた

ちこそが、生きる力になっている。あるいは、生きると

は、子どもたちを一人前にして、自分の生きていた証を

伝えること、ただ単に命を伝えていくことがいきること

なのだろうか。あらためて、生きるとは何か、今、問わ

れている。やはり、私が行きつく先は、人と人とのつな

がりと、少しのユーモアと笑い。これだけかなーと思う。 

２ フィリピンの貧富の差から 

 フィリピンキャンプで感じたことは、自分たちと村の

人との貧富の差もそうだが、村と町、町と都会の貧富の

差も感じた。また、フィリピンと外人（中華系フィリピ

ン人：華僑）との差もあるが、フィリピン人同士の差も

とても大きい。この貧富の差が、社会的にも、また生活

でも、大きな差となっている。 

 ２０数年前、フリピンに来たときには、ごみ山の近く

に村があった。彼らはごみをあさって生活していた。し

かし、もはやマニラにはごみ山はなく、そこにいた人も

いなかった。 

聖ステパノ教会の執事ラモンが連れて行ってくれた、

カトリック教会と華僑の人たちがもっているお墓の団

地には驚いた。大きな大理石のお墓と棺、鍵のかかった

お墓の入り口、コンクリートブロック作りのお墓、大き

な道路があって、車が通るお墓の団地内、そこに、お店

があり、人々が生活をしていた。お墓の中で、死人と共

に寝起きし、ご飯を炊き、食べて、労働へと働きに出て

行く。死人の家に同居させてもらっている人々が、大勢

いて。彼らはホームレスであり、また、低所得者である。

彼らを追い出しても、政府は何の保証をすることもでき

ないので、そのままに放置している。観光客も入らない、

簡単には来ないようなところだから、人々の目に触れな

いから、政府には都合がよいのだろう。ほったらかしで

ある。これが、貧乏人への、国の対応なのだろうか。 

１日、何所くらいのお金で生活しているのか。そうおも

えば、車でショッピングに来ていた夫婦は、大量なスー

パーの商品を買い込み、たぶん、何千、何万ペソもの買

い物を、キャッシュカードでしていた。日本から来た私

でも、おどろくような大量の食品、ぜいたく品の数々で

あった。それを、いとも簡単に何でもかんでもポイポイ

と買い物籠に取り入れて、店の人に運ばせている。毎日、

食べるものにも困る人たちと、大量生産、大量消費の中

に生きる人々、フィリピンはますます貧富の差が大きく、

厳しくなっているようである。 

 フィリピンワークキャンプ全体を見て、九州教区は若

者たちの意識改革にいい意味で成功していると思う。今、

学校、教会という教育現場にいて思うことは、世界は、

生き難く、また複雑になっていく。恐れと不安が広がっ

ている。親も先生も願っていることは、このような世界、

社会で生きる力、それもたくましく生きる力を子ども達

の中に持って欲しいということではなかろうか。学校現

場で、家庭で、何年もかかってもなかなか得ることの出

来ないその力を、若者達は、数日のフィリピンワークキ

ャンプで、何らかの形で得ていることは確かだと思う。 

現代社会の中で失われつつある、生きる力、しかもた

くましく生きる力が日本では失われつつある。若者たち

はフィリピンからそれを見て、回復し、元気を取り戻し

ているように感じる。 

 教区間協働というプログラムの中で、今後も、九州教

区より参加の呼びかけがあれば、沖縄側からも参加者を

毎年、送ることができれば、若者には良い経験となるこ

とは間違いない。ただ、１人との参加というよりは、少

なくとも２人くらい、参加できると、良いと思う。九州

と沖縄というとき、グループ形成の上で、彼らは事前学

習をして参加しているので何らかの差が生じるのは止

むを得ないが、現地での孤立感を避けるためにも、２、

３人のグループでの参加が望ましいと思える。（もちろ

ん、九州教区のゆるしがあればだが）。 

今回、初めて聖職ではなく、信徒の方が団長としてキ

ャンプが実行されたが、ベーカー・博子氏の豊かな個性

と英語の力が、大きくこのキャンプをリードし、成功へ

と導いたことは間違いない。若者たちは、時にわがまま

で、勝手なところもあったが、それをも大きく包み込ん

でみていく、ベーカー氏の大らかさが良かったと思う。   

今後も、あと数年、このような形でのワークキャンプが

望ましいと思った。 

             
久保 和雄 

今回初めてフィリピンワークキャンプに参加したが、

帰国する際に、過去に行くチャンスがあったのに行かな

かったことを後悔した。そのくらい充実したワークキャ

ンプだった。 
出発時には不安がたくさんあった。言語の事やフィリ

ピンでの生活…。しかしそういった不安はすぐに解消さ

れ、終いには「帰りたくない」という気持ちにまでなっ

た。 
私は３月４日が誕生日。マニラからタグサオに移動す

る日であったが、午前９時発の飛行機が午後３時にしか

発たなくなった。誕生日のほとんどを空港で過ごすこと

になった。なんてこった…。フィリピンではよくあるこ



 8

とみたいな感じで乗客は慌てもせず待っていた。その日

は空港で皆に歌を歌ってもらい、周りの視線を受けなが

ら祝ってもらった。生涯忘れない誕生日だと思う。そこ

での待ち時間、ロナウドと名のるフィリピン人に出会っ

た。ロナウドはとても優しく、楽しい時間を過ごした。

どこに行くのか尋ねられ、タグサオと答えると、彼は驚

いていた。「そんなとこに行くのかよ…！？」といわせ

んばかりの表情をみた我々は小さくない不安を抱いた。 
タグサオでは電気やガスのない生活をしてきた。不便

ではあったが、それなりに生活ができた。そして我々日

本人はとても恵まれている事に気づいた。タグサオとい

うところは、とても貧しいところであった。病院は遠い、

水道はない…。お金が無いため（交通費だけでも現地の

人にとってはかなりの出費のようだった）よほど具合が

悪くならない限り病院には行けないと現地の人は言っ

ていた。一ヶ月前には移動中に亡くなられた子供がいた

そうだ。私たち日本人からみると、信じられない。 
ワークキャンプの内容としては屋根のペンキ塗り、壁

の張り替え作業を行った。ペンキ塗りでは皆一生懸命働

いた。私はきつかったので何度も屋根から降りようと思

ったが、皆が頑張っていたので降りられなかった。壁の

張り替えでは、現地の人がほぼ行った。私たちは力にな

れなかった。手伝うとむしろ足手まといになりそうだっ

た。フィリピン人強し。 
出発時の不安が解消された理由としてまず、フィリピ

ン人の優しさが挙げられる。我々に対しとても親切に接

してくれた。ホストファミリーのレオとは夜遅くまで話

した。私は英語を話すことはできないがそれでも夜遅く

まで笑いながら接してくれた。 
マニラに帰ると、改めて貧富の差を感じた。大袈裟か

もしれないが同じ国とは思えなかった。 
何度か誘われながら行かなかったフィリピンワーク

キャンプ、行って良かった。行ける人は行って欲しい。 
 

有村 勇志 

僕は今回生まれて初めて海外に行きました。そしてフ

ィリピンに行って多くの貴重な体験をしました。マニラ

では空気の悪さとスラム街やストリートチルドレンの

貧富の差を強く感じました。貧富の差とか日本ではそん

なに感じないのでそれも貴重な体験の一つになったと

思います。 
 タグサオではガスも電気も水道もなくて普通なら絶

対に生きていけない環境で最初はとてもびっくりして

とても不安になりました。でもタグサオに住んでる人た

ちが優しく接してくれて、一気に不安が吹き飛び、だん

だんと進んで仕事を探すようになりました。 
 ただ、一つ心残りなのは、僕は英語があまり話せない

ので、自分から話しかけることができず、話しかけられ

るのをずっと待っていた部分が多くあったことです。帰

国してからもっと話しかけて会話を楽しめばよかった

ととても後悔しました。 
 ホストファミリーの家ではココナッツジュースをお

腹が痛くなるまで飲みました。 
もう、腹、パンパンやったで！！ 
夜遅くまで一緒にお酒を交わしたり、日本語を教えて

あげたりと有意義な時間をたくさん過ごすことができ

ました。フィリピンに第三の両親ができたような気がし

てとても嬉しかったです。お別れの時は鼻水がでるほど

寂しかったです。 
 フィリピンはとにかく日差しが強くて、みんな重度の

日焼けになったり、熱中症になったりしたので次回行く

ときは暑さ対策をちゃんとして行こうと思いました。 
 今回のワークキャンプ中でタグサオで生活してみて、

自分なりにとても成長したと感じたし、どんな環境でも

生きていけるだろうという強い自信が生まれました。 
来年も是非参加して、自分の経験と知識を豊富にしたい

と思います。今回フィリピンワークキャンプに参加でき

たことを嬉しく思います。 
 最後に自分たちのために献金してくれた方々やお世

話をしてくださった方々にとても感謝しています。あり

がとうございました。 
 

柴田 敬介 

今回、フィリピンワークキャンプに参加できて、本当

に良かった。向こうに行っていろいろな事を経験し、い

ろいろな事を感じた。 
フィリピンに着いてまず、「デッカイなぁ!!」と感じた。
何がデカイのかと言うと、フィリピンの人たちの「心」

だ。見ず知らずの日本人である私たちに何であそこまで

優しくしてくれるのだろうと思うくらいだった。逆に、

フィリピンの人が日本に来たときに、同じ事ができるか

と考えた時に、すっと「できる」と言えない自分はまだ

まだだなと思う。 
また、今回参加したメンバーが共通して感じた事だが、

貧富の差が激しい事だ。フィリピンの首都であるマニラ

の中でもそれを感じた。マニラからパラワンという所に

移動したが、そこはそこでマニラとの差を感じたし、ワ

ークキャンプの目玉であるワークをしたタグサオとい
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う所ではそれまで滞在した所とは比べものにならない

ほどマニラとの差は大きかった。 
タグサオに滞在したのはそんなに長くなかったが、タ

グサオのみんなと生活を共にし、また一緒にワークをし

ている中で、「幸せ」というものがどんなものなのか考

えさせられた。 
普段、私たちは恵まれている環境で生活している。電

気がいつでもつき、水道をひねるといつでも綺麗で冷た

い水が飲める。ちょっとでも熱があるようなら、車に乗

って近くの病院にいく、など考えてみればもっともっと

いろんな事がある。 
しかしタグサオでは電気がないため、暗くなったらア

ルコールランプをつけるかそれすらないなら、寝るかだ。

また、水は井戸水ではなく、ため池の水を汲んで使用し

ている。具合が悪くなっても病院までは２時間以上かか

り、病院に行く途中に息を引きとる子どもも少なくない。 
しかし私には、こんな苦しい生活をしているタグサオ

の人たちのほうが、私たちより幸せそうに見えた。 
なぜかは分からないが、タグサオの人たちは私たちより、

一瞬一瞬をしっかりと前向きに生きているからではな

いかなと思った。 
自分が日ごろこんなに恵まれているなんて、今回のこ

の経験をしなければ気づくことはできなかっただろう。 
ましてや、水道をひねったら水が出るという事に豊かさ

を感じることができるなんて、いかに今回の経験が貴重

なものだったかをあらためて実感している。 
今回の目玉であるワークはタグサオの教会の屋根の

ペンキ塗りと教会の壁の張替え作業だった。１日目のペ

ンキ塗りでは役に立てたが、壁の張替えはいまいちうま

くいかず少し悔いが残った。しかし、その分タグサオの

人たちと交流ができ、本当に有意義な時を過ごすことが

できた。あとは英語力がつけば･･･。来年も必ず行きた

いと思っているので、それまで一所懸命にがんばろうと

思う。 
今回のワークキャンプで経験したこと、感じたことは

まだまだまだまだいっぱいある。この文章を読んでもら

えたのなら、是非、自分の身をもって経験してもらいた

い。また私自身も、この経験や感じ取ったものを、自分

のものだけにするのではなくて、どういう形でかは分か

らないけど、何らかの形で、自分の周りからどんどん伝

えていきたいと思う。 
 

武田 宗久 

今回のワークキャンプは驚きの連続でした。 

まず驚いたのは、フィリピンの人達の優しさとおおら

かさです。ちょっと困ったことがあったら、全然知らな

い人でもすぐに話しかけてくれて助けてもらい、とても

助かりました。 
 そしてみんな時間にルーズです。飛行機が６時間遅れ

たり、集合時間が遅れたり。しかし現地の人は慌てるこ

ともなく、いつもの事のような感じです。 
はたしてこれが良いのか悪いのかわかりませんが、とて

も緩やかな時間を過ごす事ができました。 
 このワークキャンプで一番印象に残ったのは、パラワ

ン島のタグサオでの生活です。電気もガスもない生活。

家も、すき間のあいた竹の床や壁。犬や猫はみんな痩せ

ていて、、、想像を絶するものでした。しかし、現地の人々

はみんな元気で力強く、生き生きとしていました。 
 僕たちのワークは教会のペンキ塗りと壁の張り替え

でした。しかし、ペンキ塗りはなんとか出来ましたが壁

の張り替えはまったく出来ず、ほとんど手伝うことがで

きませんでした。そのかわり、現地の子供達とたくさん

遊びました。ラジオ体操を教えたり、縄跳びをしたり、

最後には海にも行きました。 
 またホームステイ先の人と夜中まで何時間も話した

りしました。僕は英語はあまりできませんでしたが、な

んとか片言の英語で会話することができました。とても

楽しかったです。そして勉強になりました。日本に帰っ

て、もっと英語を勉強しないといけないなと思いました。 
 僕はこのキャンプで少なからず成長できたと思いま

す。また来年もこのキャンプに参加して、色々な人とも

っとコミュニケーションをとりたいです。 
 
フィリピンワーク・報告書 

松山省太郎 

まずこのプログラムの様々なお世話や支援、フィリピ

ンへ送り出して下さった方々には大変感謝しておりま

す。今回のフィリピンワークキャンプは４回目ですが、

年々参加していくにつれて貧しい人々の暮らしに触れ、

共に作業をし、それぞれの文化を学び共有していく過程

で自分を高め成長できたように思えます。この非常に価

値の高い体験はこれから大学での修学・研究生活、また

それ以後の人生にも絶対に影響を与えていくと思いま

す。 
今回の派遣地はライフラインが十分ではなく、水は井

戸、夜はオイルランプでの生活といった非常に貧しい生

活を強いられているタグサオという村でした。作業の内

容は主にトタンでできた教会の屋根のペンキ塗りを行
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いました。今回は作業人数も多かったため短時間で作業

を終えることができました。また、竹を編んで作られた

壁は悪くなりやすいため古くなった壁の取り換えも行

われました。今回はこの作業の合間の長い休憩時間や作

業後などには、今までとは比べ物にならないくらいの時

間会話をすることができました。これにより今までは通

訳を通していただいての咀嚼された会話でしたが、今回

は翻訳なしのそのままの表現での会話ができたように

思えました。数日泊めていただいたマリオ牧師は会話が

非常に好きなようで、さらに知識、知性が非常に豊かで

いろんなことを教えていただきました。 
この現在の日本では考えられないような暮らしをし

ていくなかで苦労や困難なことはたくさんあるようで

すが、都会には見られないような田舎ならではの地域の

結びつきや人情を強く感じ、教わることが多くいい体験

でした。さらに今回のワークキャンプでは少人数（自分

は独り）でのホームステイをする機会があったのですが、

それによってリアルな生活感が実感でき日本人が少な

いため現地の方々との会話も多くすることができたた

め、親近感が非常に高くいい体験となりました。今まで

参加したフィリピンワークのプログラムではこのよう

なホームステイは無いように思いますが、可能ならば継

続してはどうでしょうか。問題は多々あるように思いま

すが。 
このような非常に価値の高いプログラムに参加して

きましたが、大学院進学のために時間の都合上で来年か

らは参加できないと思います。しかし、これからもフィ

リピンへの興味は持ち続け、何かしらの形でフィリピン

とつながっていきたいと思います。このプログラムが何

年も継続され続いていくことを願っています。 
 

重富紗也子 

今回フィリピンワークキャンプに参加して最も印象

に残ったのが、貧富の差だった。 
 その中でも、都会の子どもたちと村の子どもたちの、

眼の輝きの違いに驚かされた。一般的に考えると、都会

＝裕福と私達は考えがちだが、みんながみんなそうだろ

うか？この考えは私の中で、大きく覆された。 
 タグサオ村でのワークキャンプ中に、村の子どもたち

と仲良くなることが出来た。 始めは中々打ち解けるこ

とが出来なかったが、日本から持ってきたおもちゃなど

で遊んでいくうちに、どんどん心を開いてくれるように

なった。ぎこちなかった笑顔も、柔らかく子どもらしい

心からの笑顔に変わり、眼は、私がいままでに見たこと

のないような輝きを持っていた。 
 ところが、マニラで見た子どもたちは、大人に対して

疑いの目を持っている様に見えた。環境の違いを改めて

実感させられた。物乞いをしてくる子どもたちに応える

ことが出来ないことが、とても辛かった。私は日本で衣

食住に困るようなことはない。コレから先もきっとそう

である。 
 いま自分の置かれている日本での状況が、どれだけ幸

せかということを、フィリピンの地に立ってみてやっと

解れた気がした。どちらの地域の人々も、金銭的には決

して裕福とは言えないだろう。 けれども、本当の裕福

とは何か？と問うと、タグサオの子ども達の瞳を思い出

せば答えは出てくる。彼らは、貧しさの中にありながら

も、自分たちの生活を楽しんでいた。 
 私は本当の裕福とは何か、を垣間見れた気がした。日

本に帰国し、直方教会の子ども達にフィリピンで撮影し

てきた写真を説明を交えながら見せた。子ども達が最も

興味を示したのは、やはり、自分たちと同じ年齢層のフ

ィリピンの子ども達の姿だった。今はまだ年齢的なこと

もあり、肌の色、目の大きさなど、容姿の違いにしか注

目しなかった。しかし、彼らがもう少し成長して、世界

に目を向けるようになったとき、この写真を見たことを

思い出して、１枚の画の奥にある、もっともっと深い世

界に興味を持ってほしいと思う。そして、自らその地を

踏みしめ、日本とは違う世界の空気に触れてみてほしい

と思った。 
 私は、今回ワークキャンプに参加したことをきっかけ

に、私もいつかは世界の社会に携わりを持ちたい、と強

く思うようになった。この貴重な体験はあらゆる面で、

これからの私の人生の中で、大きな糧になることは間違 
いないと思う。 
本当に全ての方々に感謝します。ありがとうございま

した。   
 
感想文 

岸田 宗也 

 今回、フィリピンワークキャンプは、はじめての参加

で、不安とワクワク感でいっぱいでした。海外に行くこ

とは今回初めてで、環境の違いに驚かされました。 
 マニラのホレブハウスに泊まった時、言葉の壁もあり、

お互いを知ることがうまくできませんでした。 
 翌日、マニラからパラワン島のプエルト･プリンセサ

に行きました。そこから、タグサオまで移動する際、外

の光景が家やガスや電気や店など、日本でもありそうな
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光景とは程遠い光景を見て、初めて貧富の差を感じまし

た。車で走る際、ガタガタ道を走っている際、発展途上

国なんだなあと実感しました。 
タグサオに着き、ビックリしたのが、住んでいる家の

環境です。ガスも電気も使わずに生活している光景や、

家の作り、衛生の違いなど、日本の生活では考えられな

い光景でした。自分は英語をうまく話せませんが、片言

の片言という感じでコミュニケーションがむずかしい

中、ホームステイ先では、むずかしいなりに、長時間話

すことができました。同じ信仰を持っており、気持ちは

通じ合っていたからだと思います。それで言葉の壁を乗

り越えられたと思います。 
 我々は普段、ガスや電気も十分整っており、それでも

まだまだ甘えようとしています。なので、信仰を失う時

がたまにあると思います。しかし、タグサオの人々は決

められた環境の中で知恵を出し合いながら生活をして

います。甘えることなく、信仰を忠実に守っている。彼

らは、我々と違って便利さに邪魔されずに信仰中心の生

活ができる、ということを実感しました。前向きに生き

る大切さを強く感じました。 
 
フィリピンワークキャンプに参加して 

          古澤はん奈 

高校一年の時初めて参加してから今年で三回目のフ

ィリピンワークキャンプでした。去年も一昨年も中身の

濃い内容でしたが、今年は去年より年齢が近い参加者が

多くかったので今までよりも更に濃いワーク内容にな

り、とても有意義なものになりました。 
・飛行機の遅れ 

パラワン島へ行くのに国内線に乗る為空港に行った

のですが、飛行機のエンジントラブルの為６、７時間位

空港で待つことになりました。空港で待っている間、同

じくパラワン行きの飛行機を待っていたフィリピンの

方と仲良くなり、マジックを色々教えてもらいました。

私は不器用なので家に帰ってもすぐタネがバレました

が・・・。日本では飛行機の遅れはなかなか無いのであ

る意味良い体験が出来ました。 
・タグサオ 

タグサオで一番印象に残ったことが貧しくても嫌な

顔をせず、笑顔で人をもてなす。という事です。タグサ

オは電気もガスも無く、今まで訪れたワーク先の中で一

番貧しかったと思います。またこれは毎年思う事ですが

日本との貧富の差、また首都のマニラやパラワンのプエ

ルト・プリンセサとの貧富の差が大きくショックを受け

ました。 
それでもタグサオの方達はとても親切で、毎回ご飯も

魚や肉が必ず出て更に午前のおやつ午後のおやつまで

出して頂き、タグサオを去った後『タグサオの食料を食

べ尽くして帰ったんじゃないか・・。』と大変申し訳無

く思いました。また日本の教会ではきっと無いタグサオ

で抱えている問題をマリオ司祭から聞いたとき、自分で

は何も出来ない事が悲しかったです。 
・ナラの方々と再会 

去年ホームステイして三日間で教会を建てたナラに

少しの時間ですが、また訪問することが出来ました。一

年ぶりに訪れたナラは結構変わっていて『あれ？こんな

所だったっけ？』と変な感覚になりました。そして教会

は去年私達が帰った後建てた場所から移動してしまい

ましたが、ほんの少し離れた所ですが建てた教会は健在

でした。また私がホームステイさせて頂いた方々や他の

ナラの方々と再会する事ができ、とても嬉しかったです。 
・ワークキャンプを終えて 

日本に帰って来たときお風呂でお湯が出ること、蛇口

から出る水をそのまま飲めること、クッションの良いベ

ッドで寝られる事に日本に住んでいる私は本当に幸せ

だなと感じました。当たり前な事を当たり前と思わず、

ひとつひとつに感謝していきたいと思います。 
私は今年から東京での新生活が始まりました。来年の

ワークキャンプに参加出来るかどうかは難しいと思い

ますが、時間が許せば東京からでも参加したいです。九

州教区の皆様本当に有難う御座いました。 
 

達也 in フィリピン＋仲間たち（報告文より抜粋） 

                   重富 達也 

☆僕が１番楽しかったこと。それは子どもたちとたくさ

ん遊んだことですね。僕は保育士の資格を持っていて保

育所やボランティアなどで子どもたちと関わる機会が

今までにたくさん合って。日本の子とタグサオの子を比

較するとタグサオの子の方が全体的に素直かなと感じ

ました。日本の子はメディアで色々な影響や情報をたく

さん受けているからかなとか自分なりに考えてみた

り？みんな言ってたんですがタグサオの子は目が澄ん

でいるというか目がキレイ。キラキラ輝いているように

思えました。日本からサッカーボールを持っていったの

でボールで遊んだり大縄をしたり学生の頃習った手遊

びをしたりして日が沈むまでおもいっきり遊びました。

自分も子どもの頃に戻った感覚でとても気分が気持ち

良く大人になって忘れていた何かを思い出すことが出
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来たような気がしました。フィリピンの子どもたちは本

当に最高に可愛いです。 
 生活をし始めた時は溜めてある水で手を洗うのも嫌

だったのに何日か立つと顔や頭や体を洗っている自分

がいて。最初の頃は蝿が、ご飯に群がっていてご飯を食

べる気になれなかったのに何日か立つと蝿を気にせず

にご飯を食べている自分がいて。人って環境が変わった

らそれに適応する力があるんだなって。人って強いなっ

て。とゆーよりも俺が凄いなって（笑）そんなことなど

も考えさせられましたね。タグサオ。ホントにここは最

高です。心のオアシスです。 
 
 今回フィリピンへ行って様々な経験をすることが出

来て本当に良かったと思います。日本という恵まれた環

境の中で今まで生活してきた自分。学校、デート、お酒、

ボーリング、カラオケ、クラブ、オシャレ、車、バイク、

ゲーム、携帯、お金。これらがあって当たり前。これら

がないと生きていけない。私はそんな今の世の中を生き

ている日本では典型的な若者です。その世界しか見たこ

とがないし、その世界で生きているのだから仕方がない。

今までの人生たくさん妥協もしましたし、その場しのぎ

でごまかしてきたことなんて数知れずあります。今まで

の人生を否定するわけではないけど何となく生きてき

た気がします。しかし、実際にフィリピンへ行って、見

て、聞いて、会話して、体験して。言葉の壁、文化の違

い、日本とは異なった環境。それらは今まで自分が生き

てきて１回も味わったことのないもの。その中で生活し

てみて、いかに自分が甘えていたか、色んな人に支えら

れて生きてきたか、本当にたくさんのことを考えさせら

れ、また感じることが出来ました。 
 私はこれからまた社会に出ますが、今回の旅で学んだ

ことを忘れずしっかりと現実を見ながら生きていこう

と思います。日本という恵まれた環境で自分は生きてい

るのだから。人生は１度だけ。失敗するのが当たり前。

成功したら男前。をモットーに頑張ります。 
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マニラに到着!!………車が多い。 

 

 

パラワン到着!!何だこの荷物の量は!?((笑) 

 

 
マニラの教会で夕食。 

メインは……スイカ……いえ、魚です。 

 

タグサオに行く途中に、朝食。 
こう見えてとっても美味しいのよ!! 

 
車に揺られること３時間、タグサオに到着。かなり時が
かかった………でもでもでもでもこんなに元気です!! 

 

 

タグサオの聖トマス伝道所。 

 

 

聖トマス伝道所でのはじめての食事!! 
とってもウマかったー!! 
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この教会の屋根をペンキで綺麗に!!………… 

 

 

……してます!!!!!!………が、 

 

 

………アっちー!!!! 

 

 
壁作ってま～す！！ 

 

…………シーソー完成!!!! 

 

 

……かなりの人気です!! 

 

 
子供たちと遊んでいると、前の道を水牛が!?!? 

向こうでは、日常の光景です。 

 
日本から持っていったたくさんのリコーダー。 
向こうの子供たちにあげてきました!! 
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みんな喜んでいた………はず!! 

 

 
最後はみんなで集合写真！！ 
こんなに仲良しです！！！！ 

 

笑顔の素敵なマリオ司祭！！ 

 

 

交流！！ パート２ 

 

笑顔の素敵なマリオ司祭！！ パート２ 

 

 

フィリピンの人たちと初めての交流 

 

 

フィリピンに来ても筋トレは欠かせません！！
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フィリピンの地図 
 

 

 

               



 17

メンバー 一覧 

 

団長 ベイカー博子 

所属教会 宮崎 

 

チャプレン 吉岡容子 

所属教会 宮崎 

 

牧師 上原榮正 

所属教会 沖縄 

 

久保和雄 

所属教会 福岡 

 

有村勇志 

所属教会 福岡 

 

柴田敬介 

所属教会 福岡 

 

武田宗久 

所属教会 福岡 

 

古澤はん奈 

所属教会 大分 

 

松山省太郎 

所属教会 戸畑 

 

重富達也 

所属教会 直方 

 

重富紗也子 

所属教会 直方 

 

岸田宗也 

所属教会 熊本 
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フィリピン中央教区との関係 

 

・ １９９８年 ランベス会議 

→この会議は 

a. 全聖公会の多くの教区が、まだ姉妹教区関係を設立していないことを注目するものである。 
b. すべての教区が、交わりの異文化交流を発展させる方途の１つとして、管区の境を越えた姉
妹教区関係を発展させることを奨励するために、新たな提案が重要になってきていると考え

る。 

c. 「世界宣教における協働（ Partners in World Mission ）」及び全聖公会事務局によって運
営される機関に加えて、各教区が、情報交換、相互交流を始めることを奨励すべきだと考え

る。 

d. 上記に基づいて、全聖公会の各教区は、次回のランベス会議までに、公式的であれ非公式的
な形であれ、１つもしくはそれ以上の教区と姉妹教区関係に入るよう真剣な努力をなすべき

であることを決議する。 

・ １９９９年 春、五十嵐正司主教就任（司祭時代からお互い親交のあったボテンガン宗教臨席） 

・ ２００１年 教区会・柴本司祭、外池兄報告、協働関係締結、フィリピン協働委員会発足。 

・ ２００２年 秋、ダグラス司祭２週間来日 

・ ２００３年 冬、タクオバオ主教按手式に数名出席。 

        夏、タクオバオ主教の教区主教就任に数名出席、牛島司祭２週間滞在 

        秋、レオン司祭２週間来日 

・ ２００４年 春、９名がワークキャンプに参加 

        夏、タクオバオ主教夫婦が来日 

・ ２００５年 春、７名がワークキャンプに参加 

        秋、シルベスター執事が２週間来日 

・ ２００６年 春、８名がワークキャンプに参加 

        秋、ロメル司祭２週間来日 

・ ２００７年 春、８名がワークキャンプに参加 

        秋、１２名がフィリピン中央教区訪問ツアー 

        秋、ネッド司祭が２０日間来日 

 

フィリピン聖公会 

 Philippines Japan 

人口（２００５） 87、857、473 127、767、994

面積 300、000ｋ㎡ 378、000ｋ㎡

Christian％ 94.2％ 0.8％

Anglican 120、000 40、000

フィリピン聖公会は、１９０１年、アメリカ聖公会から宣教師が送られてきたことに始まる。 

初代主教チャールズ・ヘンリー・ブレントは『聖公会は、福音を広めるにあたって、「祭壇に対抗

して祭壇を立てる」（ to set up alter against alter ）ようなことはしない。』と命じた。これ

は、ローマカトリック教会によって既に行われていた広範囲な仕事を評価したものだった。 

 

カトリックの宣教師が、スペインの植民地時代（１５７１～１８９８）、マウンテンプロビンスに

は入れなかったため、聖公会はこの地を中心に伝道を開始した。マニラへの一極集中や、農地を求

めての移動などで、マウンテンプロビンス出身の人々（イゴロット族）がマニラ周辺のフィリピン

中央教区に移り、その少数者を対象に教会を立てている、という背景がある。世話になっている司

祭の多くは、マウンテンプロビンスの出身である。 
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編集後記 

 
編集者……久保和雄 有村勇志 武田宗久 柴田敬介 
 
このような作業に慣れてないため、作成に時間を要したことをお許しください。次回も参加できる

ようであればぜひ参加しようと思います。久保和雄 
 
今回、フィリピンのワークキャンプに参加し、その上この編集に携われてとてもいい経験ができて

よかったです。柴田敬介 
 
 
 

 


